
参
考
書
誌
研
究
・
第
三
四
号
（
一
九
八
八
・
七
）

『
績
清
朝
忌
事
』
に
つ
い
て

　
　
　
1
寛
政
年
間
に
お
け
る
清
国
文
物
へ
の
関
心
1

西
　
田
　
元
　
子

一、

早
@
　
三

二
、
『
旧
俗
紀
聞
』
と
の
比
較

　
　
附
　
小
三
等
の
比
較
三

三
、
『
旧
俗
紀
聞
』
と
の
校
異

ρ

四
、
校
異
整
理

五
、
南
畝
写
本
と
の
比
較

山
県
、
　
『
清
朝
伽
休
事
」

七
、
結
　
　
語

　
当
館
所
蔵
の
『
績
清
朝
旧
事
』
は
、
中
川
忠
英
（
研
籍
髄
咽
別
卜
蜘
亀

議
舞
誘
騰
懇
懇
轡
鯉
難
）
の
『
清
俗
紀
聞
』
の
前
身
で
、
は

じ
め
は
『
清
朝
探
事
』
の
続
篇
…
の
予
定
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
資
料
な
の
で
、
結
果
を
報
告
し
、
御
批
正
を

賜
り
た
い
。

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
一
、
書
　
　
講

説
壱
（畿
黛
敷
硬
書
蹴
鱒
麟
繭

撫
簿
蔑
．
罫
毒

キ
キ
ち
ノ
ヘ
ル
お
ウ
う
も
　
タ
や
　

一、

A
鋤
三
二

，
灘
弓
馬
弩

　
　
　
　
　
　
ミ
ぎ
ヨ
く
ち

　
　
　
　
　
　
　
敏
ヤ
㌔
＾
＾

　
『
績
清
朝
難
事
』
、
大
本
、
写
本
、
＝
ご
巻
、
巻
八
欠
、
鎌
継
一
一
冊
、

図
入
、
た
て
二
五
・
五
、
よ
こ
一
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
請
求
記
号

わ
三
八
二
－
五
）
。

　
表
紙
は
紺
色
。
子
持
枠
の
題
簸
に
「
績
清
朝
探
事
　
　
一
（
冊
数
）
」
と
書

名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旧
帝
国
図
書
館
で
付
さ
れ
た
も
の
で
、

？S．k．it“」．，t
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本
文
は
虫
損
の
著
し
い
第
一
一
冊
前
半
に
は
裏
打
が
、
他
に
は
全
て
入
紙

が
施
さ
れ
て
、
　
一
巻
一
冊
に
製
本
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
七
冊
に
の

み
「
績
清
朝
三
十
　
七
」
の
墨
書
が
あ
る
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
白
表

紙
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
第
七
冊
を
除
い
た
三
十
首
に
は
「
中
川
家
墨
書
印
」
（
長
方
、
．
朱
）

が
捺
さ
れ
、
中
川
忠
英
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
当
館
、
明
治

四
五
年
購
求
）
。

　
遊
紙
等
な
く
始
ま
る
本
文
は
、
四
周
治
国
、
半
葉
一
〇
行
の
罫
紙
を
用

い
る
。
第
一
冊
の
初
回
は
「
績
清
朝
探
三
三
三
一
」
、
次
行
、
五
、
六
字
分

を
下
げ
「
年
中
行
事
」
と
題
す
る
。
第
三
行
以
下
「
二
　
年
始
に
は
在
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
コ
ン
　
　
　
ツ
ア
ウ
リ
　

の
官
人
は
朝
服
難
着
黒
黒
珠
を
掛
け
開
根
と
て
壱
隷
二
人
棒
を
持
番
携

い
た
し
主
人
は
、
輪
子
に
乗
り
僕
從
は
京
城
内
に
て
は
定
の
人
数
有
て

執
事
等
も
排
列
す
留
専
を
許
さ
れ
ず
…
…
」
と
句
読
点
な
し
の
平
仮
名
交

、
り
文
を
行
書
体
で
記
す
。
一
行
二
六
～
二
九
字
程
度
、
注
は
小
字
双
行
。
・

直
行
は
や
や
大
き
め
の
楷
書
体
で
平
筆
で
あ
る
。
「
清
国
の
文
物
に
関
す
る

漢
字
に
は
朱
筆
で
右
側
に
片
仮
名
で
中
国
音
が
、
左
側
に
は
漢
字
と
片
仮

名
で
日
本
語
訳
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
長
文
の
も
の
は
一
項
目
ご
と
に
、

短
文
の
も
の
は
数
項
目
を
続
け
た
形
で
、
一
丁
又
は
数
十
ず
つ
、
余
白
を

残
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
普
通
の
転
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
形
式
と
思

わ
れ
る
ゆ
罫
紙
の
本
文
の
間
に
、
薄
葉
紙
に
丁
寧
に
描
か
れ
た
図
版
を
適

宜
挿
入
し
、
図
に
は
「
名
帖
」
、
「
軍
名
帖
」
、
「
封
筒
」
、
「
招
牌
」
、
「
綜
燈
」

等
と
本
文
と
は
別
皿
で
説
明
語
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
図
版
は
例
え
ば
第

　
一
冊
「
巻
之
一
　
年
中
行
事
」
で
は
、
本
文
紙
数
二
七
丁
に
対
し
て
、
図

版
が
三
一
丁
あ
り
、
各
巻
共
絵
図
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

　
第
二
冊
以
下
第
一
一
・
冊
ま
で
、
「
巻
之
二
　
居
里
俗
式
」
、
「
巻
之
三
」
（
小

題
欠
）
、
「
巻
之
四
　
飲
食
製
」
、
「
巻
之
五
　
聞
學
俗
禮
式
」
、
「
巻
之
六
　
生

誕
俗
世
」
、
「
巻
之
七
　
冠
禮
俗
式
」
、
「
巻
之
九
　
賓
客
禮
俗
眼
」
、
「
巻
之

十
　
鵬
旅
行
李
」
、
「
巻
之
十
一
　
喪
禮
俗
習
」
、
「
巻
三
十
三
　
信
徒
禮
俗

式
」
と
巻
一
同
様
の
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
巻
十
一
．
一
に
相
当
す
る
部

分
は
第
一
丁
を
欠
い
て
、
第
＝
冊
の
巻
十
三
の
末
等
に
誤
綴
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

二
、
『
清
俗
紀
面
』
．
と
の
比
較

　
清
朝
風
俗
の
綿
密
な
描
写
、
豊
富
な
図
版
、
そ
し
て
中
川
忠
英
。
書
名

は
異
っ
て
い
る
が
、
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
所
収
の
『
愚
俗
紀
聞
』
と
比
較

し
て
み
る
と
、
小
学
に
字
句
の
違
い
は
あ
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
、

図
版
も
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
『
績
清
朝
寄
事
』
に
は
、
図
版
に
三
、

本
文
に
一
、
例
え
ば
「
功
吉
平
ノ
三
字
図
ノ
前
へ
出
ベ
シ
／
　
忌
中
書
入

此
文
削
ヘ
シ
」
等
と
訂
正
を
指
示
し
た
付
箋
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
写

本
『
績
清
朝
腎
管
』
は
、
刊
本
『
清
々
紀
聞
』
の
稿
本
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
絶
俗
紀
聞
』
に
つ
い
て
は
平
凡
社
版
解
説

に
は
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
東
都
書
林
金
蘭
堂
刊
本
と
、
内
閣
文

庫
蔵
献
上
彩
色
本
を
記
す
の
み
で
、
稿
本
の
存
在
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な

．
．
い
。
，

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
『
清
俗
紀
聞
一
は
同
一
一
年
刊
本
が
、
当
館

等
に
比
較
的
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
他
に
写
本
一
冊
が
東
京
大
学
に
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
績
清
朝
探
事
』
と
い
う
名
の
書
は
こ
の
当
館
蔵

本
の
み
で
あ
る
。

　
当
館
月
報
に
連
載
中
の
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
蔵
書
印
」
に
中
川
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忠
英
の
蔵
書
印
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
参
照
し
て
み
る
と
「
『
清
俗
紀

聞
』
（
＝
二
巻
六
冊
）
は
寛
政
＝
年
（
一
七
九
九
）
に
出
版
さ
れ
た
が
、

大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
入
二
三
、
狂
歌
師
）
が
九
年
．
（
一
七
九
七
）

に
近
藤
正
斎
を
訪
ね
て
書
写
し
九
『
賓
客
避
難
式
』
『
学
礼
俗
式
』
は
、
雪

行
以
前
の
稿
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
五
、
華
墨
に
あ
た
る
。
」
（
二
三
二
号
、

　
一
九
入
○
年
七
月
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
績
清
朝
探
事
』
の
「
賓
客
禮
俗

、
式
」
「
闊
學
俗
懐
式
」
ば
南
側
書
写
の
稿
本
の
題
名
に
近
い
。
刊
本
『
卑
俗

㌔
紀
聞
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
閻
學
」
「
賓
客
」
と
簡
易
化
さ
れ
て
い
る
。

　
寛
政
一
一
年
刊
本
の
『
清
俗
紀
聞
』
と
『
績
清
朝
毒
心
』
を
比
較
し
て

み
る
と
、
書
写
体
の
そ
の
字
体
も
似
て
い
る
。
、
『
績
清
朝
探
事
』
が
『
清
朝

紀
聞
』
の
稿
本
の
一
つ
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
両
本
の
校
異
を
試
み
る
こ

と
と
す
る
。

　
比
較
に
用
い
た
『
清
俗
紀
聞
』
（
以
下
『
紀
聞
』
と
略
称
）
は
寛
政
一
一

年
、
東
都
書
林
翫
月
堂
堀
野
同
仁
丘
ハ
衛
刊
。
「
縮
思
館
蔵
版
」
の
大
方
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
十
三
巻
。
全
六
冊
（
請
求
記
号
　
＝
二
八
－
四
六
）
。
礼

楽
射
御
書
数
の
六
芸
の
名
を
も
っ
て
示
す
爆
管
に
は
、
分
量
に
応
じ
て
適

宜
に
各
巻
が
分
納
さ
れ
て
い
る
。

　
首
に
寛
政
一
一
年
述
斎
林
衡
・
同
年
雪
堂
黒
沢
惟
直
・
寛
政
一
〇
年
中

三
編
弘
の
三
つ
の
序
、
次
に
附
言
、
総
目
が
あ
り
、
末
尾
に
寛
政
一
一
年

中
川
忠
英
蹟
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
績
清
朝
探
事
』
（
以
下
『
績

旧
事
』
と
略
称
）
に
は
な
い
。

　
『
績
汐
井
』
に
は
二
ヶ
所
の
断
罪
が
見
ら
れ
る
。
一
は
「
巻
之
六
　
生
誕

旧
式
」
の
部
分
で
あ
る
。
初
行
を
空
欄
の
ま
ま
「
生
誕
俗
式
」
と
記
さ
れ

た
罫
紙
が
本
文
途
中
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
『
紀
聞
』
「
巻
之
六
　
生
誕
」
が

懐
妊
よ
り
誕
生
・
一
才
ま
で
の
行
事
・
出
産
時
の
手
当
と
順
を
曇
霞
記
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
羅
宇
事
』
で
は
一
才
・
三
十
日
置
石
日
・
三
日
と

順
を
乱
し
て
い
る
。
第
一
丁
の
「
産
三
図
」
等
を
描
い
た
薄
葉
紙
に
、
「
績

清
朝
録
事
　
巻
之
六
」
と
記
さ
れ
、
「
中
川
家
藏
書
印
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
」

装
丁
時
に
誤
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
は
「
巻
十
二
　
祭
燈
」
に
相

当
す
る
部
分
で
、
本
文
＝
丁
と
図
九
丁
が
ま
乏
ま
っ
て
第
一
一
冊
．
巻

一、

O
の
末
に
、
本
文
プ
丁
、
三
項
目
と
図
五
丁
が
第
七
冊
、
巻
七
の
末
に

三
聖
さ
れ
て
い
る
。
巻
数
・
小
心
を
記
す
第
一
丁
に
当
る
部
分
を
欠
い
た

為
に
、
－
こ
れ
は
改
装
時
に
誤
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
校
異
の
作
業
に

当
っ
て
は
『
紀
聞
』
の
配
列
に
従
う
。

一
．
三一

附
　
小
題
等
の
比
較
表

総附十
目言

清
　
俗
　
紀
，
聞

A　 A　A
三三有
v　 v　v

績
清
朝
旧
事

A　 A　A
三三欠
v　 v　v

備

考

！



巻
一

年
中
行
事

年
中
行
事

図
版
「
金
銀
錠
・
盛
儀
」

に
付
箋
あ
り
。

巻
二

三
家

居
家
旧
式

巻
三

三
三

（
小
三
三
）

1

巻
四

飲
食
製
（
目
次
「
飲
食
」
）

飲
食
製

巻
五

三
三

雲
霧
俗
禮
式

本
文
「
功
課
単
」

の
実
物
例
部
分
に
付
箋
。

巻
六

　
　
、
、
4
生
誕

生
誕
旧
式

本
文
「
開
館
票
」
三
三
あ
り
。

の
実
物
例
部
分
に
付
箋
。

十
七
十
八

冠
薩
三
三

冠
旧
俗
式
（
欠
）
　
　
♂

‘
巻
末
に
巻
十
二
の
後
半
を
訳
綴
。

巻
九
巻
十

賓
客
三
三
行
李
（
目
次
露
旅
」
）

邑
智
禮
俗
式
轟
旅
行
李
，

本
文
「
○
宜
し
き
刻
限
に
な
れ
ば
…
」
の
条
に
付
箋
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

巻
＋
一

三
図

三
三
俗
式

う
．

巻
＋
二

三
三

（
層
課
題
欠
）

第
一
丁
欠
。
巻
十
三
の
末
ど
三
七
の
末
に
誤
綴
。

、
巻
十
三
　
　
　
｝

信
徒

僧
徒
旧
俗
式

巻
末
に
巻
十
二
の
前
半
を
糸
綴
。

墨
筆
書
入
あ
り
。
虫
損
多
し
。
　
　
　
　
’

蹟

（
有
）

（
欠
）

清
、
　
　
俗

紀

聞

績
　
　
清
　
　
朝
　
　
探
　
　
事

版
本
類
型
巻
頭
書
名

寛
政
＝
年
刊
本
旧
俗
紀
闘

写
本
績
清
朝
旧
事

巻
数
　
－
二
三

＋
三
巻
三
葉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
一
行
。
一
行
二
六
～
二
八
字
程
度
。
注
小
字
双
行
。

巻
一
一
七
、
九
～
十
二
。
三
八
欠
っ
巻
十
二
の
第
一
丁
欠
。
三
葉
一
〇
行
。
一
行
二
六
～
二
九
字
程
度
。
注
小
字
双
行
。
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三
、
『
旧
俗
紀
聞
』
と
の
校
異

「
校
異
凡
例

ω
　
記
載
の
順
砥
『
旧
俗
紀
聞
』
、
『
績
清
朝
探
事
』
、
書
影
．
九
に
つ
い
て
一

は
『
三
十
輻
』
所
収
『
三
三
禮
点
式
』
、
『
賓
客
禮
俗
学
』
を
続
け
る
。
『
三

十
輻
』
は
当
館
蔵
、
写
本
（
六
十
冊
、
引
小
諸
墨
書
」
印
、
請
求
記
号
　
辰

レ
四
四
）
を
用
い
、
別
本
の
当
館
蔵
、
写
本
（
正
、
続
共
五
十
六
種
、
十

三
冊
、
「
勝
野
家
藏
」
印
、
．
請
求
記
号
　
一
二
三
1
二
三
）
を
も
参
照
し
た
。

「
“
」
印
は
『
紀
聞
』
ま
た
は
『
績
探
事
』
と
同
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

②
，
『
紀
聞
』
で
は
項
目
の
は
じ
め
に
「
○
」
、
『
績
恨
事
』
で
は
．
＝
」
が

付
せ
ら
れ
て
い
る
。
双
方
、
抜
け
て
い
る
竜
の
も
あ
る
が
、
特
に
掲
げ
看

い
。③
　
原
文
の
注
は
、
二
行
の
割
り
注
に
な
っ
て
い
る
が
、
両
本
四
に
注
の

場
合
は
特
に
区
別
し
な
い
。

ゆ
　
漢
字
・
仮
名
の
表
記
、
仮
名
遣
い
の
相
違
は
、
初
出
の
場
合
に
掲
げ

る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
『
紀
聞
』
で
も
不
統
」
の
箇
所
が
備
な
《
な
い
。

，
⑤
　
『
紀
聞
』
の
漢
字
は
殆
ど
振
ゲ
仮
名
つ
き
、
『
績
憂
事
』
に
は
振
り
仮

名
は
な
い
。
特
別
の
場
合
以
外
は
い
ち
い
ち
掲
げ
な
い
。

⑥
　
「
○
」
を
三
七
続
く
語
は
、
項
目
の
重
め
の
部
分
を
示
す
コ
記
載
順
の

比
較
等
の
為
で
あ
る
。

ω
　
最
上
段
の
漢
数
字
は
『
紀
聞
』
の
所
在
の
丁
付
、
続
い
て
「
オ
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

表
、
「
ウ
」
は
裏
．
ア
ー
フ
ビ
ア
数
字
は
回
数
を
示
す
。

巻
三
一

・
3
3
丁
一
本
文
2
7
丁
・
図
版
3
1
丁

　
年
中
行
事
¶

　
一
三
5
　
高
下
に
、
よ
り
て
一
高
下
に
よ
り

　
ニ
オ
4
　
二
級
に
よ
り
て
一
品
級
に
よ
ゆ
．

　
ニ
ウ
ー
　
注
に
あ
牡
は
す
ー
ー
注
に
見
ふ

』
ウ
5
　
朋
友
な
ど
の
方
へ
1
朋
友
な
ど
方
へ

　
　
　
　
も
ち
ゆ
く

　
ニ
ウ
5
　
濫
行
－
直
ゆ
き

　
ニ
ウ
7
　
用
ひ
ま
た
来
客
に
も
－
用
ひ
来
客
に
も

　
三
オ
7
　
式
は
な
し
1
式
な
し

　
四
ウ
4
　
貴
賎
に
し
た
が
い
て
1
貴
賎
に
髄
ひ

　
七
オ
8
　
知
音
な
ど
の
方
へ
一
知
音
な
ど
方
へ

　
七
十
8
　
踊
る
事
お
り
i
踊
る
事
も
あ
り

　
七
オ
9
　
銀
を
贈
る
事
あ
り
1
回
忌
送
る
も
あ
り

　
八
ウ
2
層
落
燈
の
日
取
収
む
i
落
燈
の
日
に
取
収
む

九
オ
5
　
祭
る
者
あ
り
i
祭
る
者
も
あ
り

δ
ウ
6
　
秋
三
業
－
秋
海
堂

三
ウ
3
　
一
名
壁
皿
と
い
ふ
　
　
一
に
掃
込
と
い
ふ

三
ウ
8
・
随
意
に
用
ゆ
「
随
意
に
用
ふ

乏
西
オ
2
　
後
に
至
り
て
1
後
に
至
0
1

西
オ
ー
1
　
縣
な
れ
ば
一
瞬
な
の
ば

西
ウ
8
、
直
物
等
を
種
々
　
　
菓
物
量
種
々

西
ウ
9
　
前
回
に
朝
廷
よ
り
」
前
回
朝
廷
よ
り

一五

I
2
　
勝
手
次
第
に
着
用
－
勝
手
に
着
用

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ニ
　

一五

I
6
」
代
儀
i
代
儀

三
三
9
　
疾
の
軽
重
－
病
の
軽
重

一五

I
9
　
齊
か
ら
ず
一
等
か
与
ず

一五一



三
三
2
　
所
に
よ
り
て
1
所
に
よ
り

一七

E
ー
　
山
野
に
遊
行
し
一
山
野
へ
遊
行
し

一八

I
5
　
先
を
孚
ひ
て
一
先
を
孚
ひ

天
オ
7
　
三
三
太
鼓
等
i
銅
羅
太
鼓
の
み

　
　
　
　
い
に
し
へ

天
オ
9
　
往
古
よ
り
一
軒
よ
り

二〇

I
5
　
豪
魚
を
製
す
る
一
臨
急
を
制
す
る
，

二〇

I
8
　
飲
食
の
部
に
i
飲
食
製
に

二〇

I
ー
0
　
暑
中
泳
を
1
暑
中
に
は
氷
を

二〇

E
2
　
穴
を
掘
り
内
に
」
穴
を
堀
り
中
に

一
三
ウ
5
　
地
方
に
よ
り
て
1
地
方
に
よ
り

蓄
5
森
（
三
三
）
旧
び
に
一
六
神
井
（
灘
）

一一

Z
ウ
6
　
旧
恩
を
謝
す
1
旧
恩
を
謝
す
る
な
り

二七

E
4
　
家
≧
に
香
燭
－
家
ζ
図
上

二九

I
5
　
花
形
を
彫
－
花
を
彫
り

二九

E
2
　
奴
脾
ま
で
お
《
る
1
奴
脾
迄
夫
≧
に
送
る

二九

E
3
　
慰
斗
を
付
る
一
死
斗
を
用
ゆ
る
・

二
九
ウ
8
　
春
牛
と
を
こ
し
ら
へ
一
春
牛
を
椿
へ

二九

E
8
．
一
名
四
神
一
一
名
芒
神
と
云

二九

E
9
三
一
に
壼
に
乗
せ
i
別
≧
壷
に
乗
せ

巻
之
二
　
　
7
5
丁
一
本
文
1
6
丁
・
図
版
8
3
丁

　
　
三
家
／
一
居
家
俗
姓

　
一
三
ー
0
　
内
房
は
一
又
内
房
は

　
一
ウ
ー
　
厚
さ
一
尺
程
－
厚
さ
凡
一
尺
程

　
一
ウ
ー
　
白
灰
ま
た
は
一
白
灰
或
は

四
ウ
ー
　
高
さ
七
八
尺
6
1
高
さ
同
一
一
尺
よ
り

四
ウ
ー
　
三
方
圓
一
柱
圓
方

四
ウ
2
　
三
等
均
し
か
ら
ず
一
廉
等
等
か
ら
ず

四
ウ
2
．
三
三
に
額
を
掛
柱
に
－
一
1
潮
上
に
額
柱
に

四
ウ
3
　
大
門
の
両
側
へ
1
大
門
両
側
へ

四
ウ
5
　
大
門
の
扉
を
1
大
門
扉
を

四
ウ
6
ρ
常
は
閉
て
一
三
に
閉
て

五
三
3
　
三
三
－
三
方

五
三
4
．
床
の
や
ふ
な
る
ー
ー
床
の
間
様
成
、

　
　
　
　
つ
く
え
ロ

五
三
5
　
卓
の
上
に
は
i
卓
子
の
上
に
は

五
三
8
　
出
入
口
と
す
一
出
入
口
な
り

齊
㏄
三
山
日
｝
（
子
中
に
順
を
逆
に
し
て
書
写
）

一五

E
8
　
旧
事
な
り
一
三
事
あ
り

二三

E
4
　
鏡
壼
等
を
な
ら
べ
置
－
一
網
等
並
ら
べ
置

」
三
ウ
9
　
三
三
均
し
か
ら
ず
1
圓
方
等
か
ら
ず

一
三
ウ
ー
0
　
露
墓
を
設
け
1
酒
壷
を
設
ぐ

二
四
オ
3
　
0
蘇
州
杭
州
等
…
i
C
①

三
四
ウ
2

（
A
・
B
・
C
三
葉

に
そ
れ
ぞ
れ
①
か
ち

の
順
に
書
写
）

一六一



三
四
ウ
5

三
四
ウ
7
　
｝
方
を
開
て
1
一
方
開
ら
き
て

三五

I
ー
　
そ
の
上
に
板
を
一
其
上
へ
板
を

三
八
オ
4
　
厨
房
に
住
居
す
－
厨
房
へ
住
居
す

四
五
オ
ー
　
坐
し
て
1
坐
し

四
五
オ
ー
0
　
冠
服
の
部
に
し
る
す
1
衣
服
製
相
す
芝
之
，

四
五
ウ
2
　
面
を
洗
ふ
に
は
1
面
洗
ふ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け

四
五
ウ
4
　
付
ぬ
や
う
に
心
を
付
－
付
ぬ
や
う
心
を
付
け
．

四
五
ウ
5
・
小
衣
は
か
り
に
て
帯
を
1
小
衣
に
て
帯
を

四
五
ウ
9
　
袖
に
入
れ
て
一
型
に
入
れ

堅
ハ
オ
7
　
呑
べ
か
ら
ず
1
看
ま
ず
　
　
　
　
　
～
、

四
六
オ
ー
0
　
回
る
な
り
1
回
る
と
す

四
六
ウ
3
　
人
ま
信
仰
等
か
ら
ず
1
人
≧
の
信
仰
等
か
ら
ず

四
七
オ
ー
0
　
口
ま
で
も
入
て
一
口
ま
で
煮
て

四
七
ウ
4
－
多
く
浴
盆
に
1
多
く
は
浴
盆
に

四
七
ウ
ー
0
　
」
人
前
三
三
な
り
1
壼
人
前
三
文

四
七
ウ
ー
0
　
三
三
と
い
ふ
も
あ
り
1
洋
才
と
い
ふ
事
あ
り

四
七
ウ
ー
1
　
一
人
前
三
四
分
宛
な
り
1
壼
人
前
三
四
分
宛

四
八
オ
ー
　
衣
類
の
洗
濯
は
1
衣
類
洗
濯
は
．

四
八
オ
8
　
書
翰
は
皆
i
書
翰
皆

四
八
オ
9
　
三
三
に
は
1
吊
三
等
は

　
　
　
　
ク
ン
タ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ン
タ
ン

吾
ウ
ー
　
白
湯
を
入
れ
ー
ー
漆
湯
を
入
れ
・

○
厨
下
は
…
…
…
L
B
①

○
奴
僕
下
碑
は
…
l
C
⑥

○
下
面
の
製
作
億
l
B
②

三
二
も
用
意
一
程
宛
用
意

垂
ウ
ー
　
五
六
十
目
等
か
ら
ず
一
五
六
拾
目
位
等
し
か
ら
ず

五ニ

E
3
　
三
三
の
や
う
な
る
1
婚
禮
様
成

五ニ

E
3
　
臨
時
の
祝
ひ
あ
れ
ば
－
臨
時
祝
ひ
あ
れ
ば

五一

E
7
、
収
票
を
張
り
た
る
家
－
1
－
収
票
張
た
る
家

五三

煤
[
　
持
ち
来
た
り
た
る
役
入
－
持
ち
来
た
る
役
人
」

五
四
オ
4
　
一
月
に
一
度
二
月
に
一
度
一
一
月
に
・
一
度
又
は
二
月
に
一

　
　
　
　
度

五
八
オ
ー
　
通
ひ
帳
の
様
な
る
事
「
通
ひ
帳
様
成
事

五
八
オ
5
　
問
屋
を
影
響
難
行
家
と
い
ふ
1
問
屋
行
戸
又
行
家
老
い
ふ

　
　
　
　
ぎ
ん
べ
い
な
う

六
七
ウ
6
　
回
米
納
あ
り
レ
孤
虫
納
め
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

六
七
ウ
7
　
銀
納
な
り
i
聞
納
め
な
り
　
　
・
　
　
　
　
　
．
、

六
八
ウ
7
　
申
の
中
刻
頃
ま
で
な
り
1
申
の
中
刻
頃
ま
で
　
　
　
　
　
　
一

六
八
ウ
ー
1
　
熟
懇
知
音
に
－
熟
懇
の
知
音
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七

六
九
オ
9
　
門
外
迄
出
迎
へ
1
門
外
に
出
迎
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
ウ
9
　
法
の
通
り
－
方
の
通
り

七
ニ
オ
ー
　
○
金
の
上
品
を
…
…
1
（
こ
の
頃
よ
り
四
十
七
項
目
を
記

　
　
　
・
す
第
二
巻
末
の
五
丁
は
、
手
書
き
罫
紙
を
用
い
、
他
の
本
文

　
　
　
　
と
は
三
筆
。
又
．
朱
筆
に
よ
る
中
国
語
音
い
日
本
語
訳
を
欠

　
　
　
　
く
）

七
ニ
オ
7
　
上
品
と
す
一
上
銀
と
す
．

七
ニ
ウ
ー
．
傾
銀
盤
－
傾
銀

七
ニ
ウ
4
　
一
文
の
量
目
－
一
文
量
目
　
　
　
　
　
　
　
　
・

七
ニ
ウ
5
三
文
二
百
文
な
り
千
文
を
一
百
文
或
は
二
百
文
な
り
又
千

　
　
　
　
文
を

七
ニ
ウ
8
　
三
三
な
り
一
貯
お
く
、
　
　
　
、



七
ニ
ウ
ー
1

七
ニ
ウ
ー
1

七
三
ウ
3

七
四
オ
2

七
四
オ
6

七
四
す
6

詣
オ
7

七
四
オ
9

七
四
オ
9

七
四
オ
ー
1

七
四
ヴ
ニ
、

七
四
ウ
5

七
四
ウ
6

七
四
ウ
6

七
四
ウ
8

七
四
ウ
9

七
五
オ
4

三
十
五
六
文
の
　
　
三
十
五
六
匁
位
の

食
凡
米
一
升
と
す
一
食
米
凡
一
升
と
す

等
か
ら
ず
一
不
等

飲
食
の
部
に
委
し
（
小
字
注
）
！
飲
食
制
に
委
し
（
大
字
）

百
四
五
十
文
位
「
百
四
五
十
文
程

鉄
釘
一
斤
記
入
十
文
程
－
鉄
釘
一
斤
入
十
文
程

一
枚
凡
十
文
位
　
　
一
本
凡
十
匁
位

代
銀
等
か
ら
ず
一
代
銀
不
等

杉
六
七
寸
角
－
杉
の
六
七
．
三
角

上
下
に
よ
り
て
一
上
下
に
よ
り

下
品
百
六
七
十
文
－
下
品
〈
百
〉
六
七
拾
文
（
「
百
」
を
朱

筆
に
て
補
入
）

百
四
十
文
程
手
前
鮪
な
れ
ば
1
百
四
拾
文
自
分
鮪
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
　

百
四
十
文
宛
、
百
四
十
文
程
（
「
つ
つ
」
を
朱
筆
に
て
補
入
）

一
ケ
月
の
給
料
－
一
ケ
月
給
料

い
え
や
し
き

家
屋
舗
－
家
屋
敷

家
賃
は
家
の
大
小
－
家
賃
家
の
大
小

貧
富
に
磨
じ
　
　
貧
富
等
〈
に
〉
慮
じ
（
朱
筆
に
て
、
「
等
」

を
消
し
「
に
」
を
書
入
）

巻
三
三
　
　
1
3
丁
I
I
図
版
2
4
丁

　
　
冠
服
！
（
小
題
を
欠
く
）

　
　
　
　
　
全
丁
図
版
H

巻
之
四
　
　
1
2
丁
－
本
文
2
1
丁
・
図
版
3
丁

飲
食
製
”

一
三
7
　
0
五
葉
大
暑
…
…
一
（
項
目
を
立
て
ず
、

　
　
　
に
含
め
る
）

前
項
「
○
茶
」

一
ウ
3
　
居
家
部
に
出
す
i
居
家
蚕
に
出
す

　
　
　
　
　
　
に
へ
　
ゆ

、
一
ウ
4
　
其
上
漆
湯
を
1
其
上
へ
煮
湯
を

ニ
ウ
．
8
」
○
酒
煮
大
暑
…
…
L
（
項
目
を
立
て
ず
、
前
項
「
○
酒
」

　
　
　
　
に
含
め
る
）

ニ
ウ
ー
0
　
0
惣
じ
て
酒
は
…
…
－
（
項
目
を
立
て
ず
、
前
項
「
○
酒
」

　
　
　
　
に
含
め
る
）

ニ
オ
ー
　
三
家
の
部
に
出
す
ー
ー
居
才
能
に
出
す

ニ
オ
6
　
煮
大
豆
を
一
煮
豆
を

ニ
オ
σ
　
三
三
紗
一
麦
粉

，
ニ
ウ
5
　
莚
に
廣
げ
l
I
莚
に
移
し
廣
げ

ニ
ウ
7
　
橘
皮
の
糸
切
一
寸
皮
筑
切

ニ
ウ
ー
0
　
酢
を
能
煮
さ
ま
し
て
i
酢
を
煮
冷
し
て

三
三
4
　
重
し
に
置
一
重
し
三

三
オ
5
　
重
し
を
置
一
重
し
置
，

，
三
ウ
ー
1
　
四
五
寸
ぐ
ら
い
一
四
五
寸
五
六
寸
位

三
ウ
ー
1
馳
余
斗
あ
る
物
有
－
余
斗
あ
る
も
の
な
り

　
　
　
　
ダ
イ
ダ
イ

四
三
5
　
三
子
の
一
だ
ひ
だ
ひ
の

四
三
9
　
其
汁
に
て
「
其
汁
を
以
て

四
ウ
3
菜
の
油
と
水
等
分
に
し
て
’
重
油
水
等
分
に
し
て

四
ウ
7
　
小
豆
鱈
製
法
前
に
同
じ
一
（
大
字
）
⊥
阿
（
小
字
注
）

四
ウ
8
，
ご
ど
く
に
し
て
一
如
く
し
て

五
三
2
，
米
粉
一
升
に
白
砂
糖
半
斤
程
－
米
粉
一
升
白
砂
糖
半
斤
程

一八一



六
四
二

六
オ
ー

六
三
3

六
ウ
ー

六
ウ
8

六
ウ
9

七
オ
ー
〇

七
ウ
9

七
ウ
ー
1

八
オ
ー

八
オ
5

九
オ
2

九
オ
ー
〇

九
ウ
ー

九
ウ
3

，
九
ウ
ー
0

九
ウ
ー
1

δ
オ
4

δ
オ
5

L
O
ウ
4

＝
オ
6

ニ
ウ
4

尾
付
の
所
の
肉
－
回
付
の
肉

な
か
ば
に
へ

半
煮
る
迄
－
半
煮
ま
で

一
夜
水
に
浸
し
一
水
に
一
夜
浸
し
　
＼

醤
油
の
配
法
－
醤
［
気
配
法
噛
　
　
＼

山
薬
－
山
菜

耳
底
の
製
に
　
　
羊
蕩
製
に

塩
梅
し
し
「
塩
梅
し
．
て
．
・
、

醤
油
を
盛
挙
－
醤
油
を
盛
置
て

配
法
に
一
定
の
」
」
配
法
一
定
の

　
　
あ
る
い
は

十
三
或
三
三
－
中
等
十
両
或
は
八
碗

尊
墨
を
加
ふ
1
葱
を
加
ふ

「
請
客
三
品
排
出
の
次
第
」
（
記
載
形
式
に
不
備
あ
り
）
一

　
（
記
載
形
式
整
う
）

・
三
巴
三
十
碗
菜
－
十
碗
菜
入
球
菜
’

三
食
の
回
数
－
平
食
月
数

小
戸
は
食
飯
に
i
I
小
戸
億
平
日
の
越
南
に

熟
麺
一
斤
五
合
（
小
字
注
略
）
菜
油
半
斤
（
偏
僻
）
白
砂
糖
三
三

i
自
砂
糖
三
韓
熟
麺
一
．
斤
五
合
，
（
小
字
注
略
）
思
遣
半
斤

（小

ｪ）
五
味
見
合
せ
1
都
合
五
味
見
合
せ

な
る
ほ
ど
に
　
　
な
る
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

第
三
の
皮
を
1
又
第
三
の
皮
を
・

の
り
ヒ粘
の
か
げ
．
ん
な
り
1
糊
の
加
減
な
り

ち
ゃ
わ
ん
に
一
盃
一
茶
碗
一
盃

緩
　
と
煮
和
ら
ぐ
i
緩
　
煮
和
ら
く

巻
三
五
　
　
2
0
丁
l
l
本
文
1
4
丁
・
図
版
2
0
丁

　
　
三
三
　
　
閾
學
俗
禮
式
一
賢
宰
上
上
式

　
一
三
5
　
弓
造
も
式
も
1
野
面
の
式
も
n
、

　
　
　
　
　
む
ま
れ
っ
き

　
一
ウ
，
1
　
三
三
レ
生
れ
付
目

　
三
ウ
9
　
先
生
の
前
へ
i
先
生
の
前
に
一
先
生
の
前
へ

　
五
オ
5
・
多
く
ば
三
衣
幅
寄
な
り
L
画
像
は
多
く
燕
衣
幅
巾
な
、
0
巨

　
五
三
6
　
入
門
を
祝
す
る
一
入
門
の
書
生
を
祝
す
る
“

　
五
オ
7
．
禮
拝
し
難
暴
露
ふ
次
に
一
二
拝
難
願
難
胴
ふ
し

　
　
　
　
　
次
に
H

　
六
ウ
8
，
毎
回
L
〈
毎
〉
朝
（
「
毎
」
の
字
を
朱
筆
に
て
補
入
）
一

　
　
　
　
　
毎
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
・
、

　
九
ウ
5
　
心
付
學
ぶ
之
－
心
付
學
ぶ
目

　
五
ウ
8
－
字
を
回
し
ゆ
一
字
を
教
ふ
¶
ぜ

　
＝
オ
4
　
一
月
半
月
も
1
半
月
一
月
も
硅

　
＝
オ
8
　
先
封
を
作
ら
し
む
一
初
め
封
を
作
ら
し
む
壮

　
＝
オ
ー
0
　
作
り
習
ふ
時
論
i
絶
句
を
作
り
習
ふ
時
は
H

　
＝
ウ
7
　
礼
敬
す
る
事
な
り
⊥
禮
敬
す
る
な
り
巨
　
，
，

　
　
　
　
　
し
る
も
の

　
三
ウ
6
　
知
者
な
し
1
當
回
し
る
も
の
な
し
旺

，
西
オ
ー
　
三
月
清
明
－
三
月
清
明
日
“

　
西
三
三
1
．
放
學
す
る
な
り
1
放
思
す
H

　
一
五
ウ
r
　
三
三
へ
来
り
日
學
館
に
来
り
H

　
　
　
　
　
わ
り
あ
い
お
く

　
至
ウ
8
・
割
合
送
る
事
也
一
割
合
せ
送
る
な
り
口

　
二
〇
オ
5
　
大
概
旧
習
す
れ
ば
ト
大
概
に
学
習
す
れ
ば
“

　
二
〇
ウ
ー
　
翰
林
院
か
ま
た
は
i
翰
林
院
又
は
睡

一九一
ノ



巻
三
六
　
’
8
丁
一
本
文
7
丁
・
平
版
石
詰

　
　
生
誕
一
生
旧
俗
式

　
一
オ
3
　
四
ケ
月
五
ケ
月
－
四
ケ
月
又
五
ケ
月

　
一
三
3
　
木
綿
の
類
を
以
て
1
木
綿
類
を
以
て

　
一
ウ
4
　
平
臥
せ
し
め
ず
1
横
に
平
臥
せ
し
め
ず

　
一
ウ
5
　
早
速
に
i
早
速

　
｛
ウ
9
　
煎
℃
回
し
め
毎
度
瘍
血
を
去
る
一
潔
し
毎
度
飲
し
め
病
血

　
　
　
　
　
を
去
る

　
ニ
オ
2
・
心
掛
る
な
り
一
心
懸
る
な
り

　
ご
オ
4
　
古
銭
壱
文
入
て
一
古
銭
一
文
を
入
て

　
ニ
オ
ー
0
・
四
切
を
は
ず
す
1
絹
切
を
は
っ
し
置

　
ニ
オ
ー
0
　
風
湿
を
回
る
1
風
湿
を
受
る
よ
し

　
三
ウ
8
　
愛
の
こ
こ
ろ
な
り
一
挙
の
意
な
り

　
三
ウ
9
　
唱
ふ
1
唱
へ

　
三
ウ
ー
1
　
拭
ひ
て
置
な
り
1
拭
ひ
置

　
四
ウ
3
　
此
送
り
物
等
I
l
此
送
り
物
に

　
四
ウ
4
　
し
た
が
ひ
て
用
ふ
な
り
1
随
ひ
用
ふ

　
四
ウ
5
　
所
々
の
寺
院
に
一
所
々
寺
院
に

　
四
ウ
5
　
表
し
用
ゆ
る
な
り
一
1
表
し
用
ふ

　
四
ウ
ー
1
　
品
を
送
り
「
品
送
η

　
五
オ
2
　
毛
艶
を
敷
一
1
毛
艶
を
鋪

　
五
オ
4
　
訓
ゆ
る
1
訓
ふ
る

　
五
三
ー
0
　
髪
の
毛
を
1
密
毛
を

　
六
三
ー
　
包
頭
は
即
－
露
頭
即
ち
「

六
三
2

六
オ
5

六
オ
6

六
オ
8

六
オ
ー
1

六
ウ
ー

六
ウ
2

六
ウ
9

六
ウ
9

六
ウ
ー
〇

六
ウ
ー
1

八
オ
2

八
オ
2

八
オ
9

好
み
あ
り
て
等
か
ら
ず
1
好
み
あ
り
等
か
ら
ず

誕
生
日
の
祝
宴
－
誕
生
日
祝
宴

足
を
包
む
木
綿
一
足
包
木
綿

巳
上
は
一
以
上
は

造
り
1
作
り

赤
小
豆
等
を
入
一
赤
小
豆
等
入

横
に
抱
く
一
横
に
抱
き

酷
に
入
一
法
の
中
へ
入
．

天
目
．
一
ぱ
い
を
い
ふ
な
り
i
天
目
一
杯
を
い
ふ

回
し
む
る
も
有
－
蒸
し
む
も
あ
り

昔
時
は
裾
裸
を
1
昔
時
裸
裡
を
’

子
誕
生
の
後
に
1
子
誕
生
の
後

三
三
と
も
い
ふ
1
逆
撃
と
い
ふ

嫁
せ
し
む
る
類
一
嫁
せ
し
む
類

巻
三
七
　
　
6
丁
1
一
－
本
文
6
丁
・
図
版
9
丁

　
　
冠
禮
一
三
三
旧
式

」
オ
7

一
ウ
3

一
ウ
6

一
ウ
6

三
オ
3

三
オ
3

三
オ
7

三
ガ
8

酒
宴
を
穿
く
1
酒
宴
等
を
浮
く

二
十
歳
余
i
二
十
歳
絵

剃
髪
人
と
い
ふ
は
「
剃
髪
人
と
云
は
，
．
’
「

下
賎
の
者
に
て
才
下
賎
の
者

十
歳
頃
よ
り
一
十
歳
頃
に
な
れ
ば
、
，
．
・

・
髪
の
毛
…
髪
毛

吉
日
を
え
ら
み
－
吉
日
を
選
ひ

親
類
朋
友
等
を
一
油
日
は
親
類
朋
友
等
を

一δ一．



、

三
三
ー
〇

三
三
ー
〇

三
ウ
ー

三
ウ
5

三
ウ
ー
〇

三
ウ
ー
1

四
オ
7

巻
之
入

　
　
婚
禮

右
の
手
に
一
右
手
に

左
の
手
に
1
左
手
に

親
類
等
の
来
る
節
「
親
類
等
来
る
節

　
　
　
メ
　
　
　
　
ノ

宿
許
に
I
l
二
本
に

男
子
に
一
男
子
と

起
居
の
行
義
「
起
居
の
行
儀

三
三
の
部
に
見
ゆ
ー
ー
間
學
式
に
見
ゆ

25

嚠
齣
S
丁
欠

巻
之
九
　
　
1
9
丁
－
本
文
2
1
丁
・
図
版
9
丁

　
　
賓
客
一
賓
客
旧
俗
式
H

一
オ
3

一
オ
4

一
三
略

一
オ
ε

一
オ
7

一
オ
7

ニ
オ
6

ニ
オ
9

三
ウ
ユ

四
オ
4

し
た
た
め
1
認
め
H

い
よ
い
よ
1
弥
陪
－

白
唐
需
一
白
唐
紙
－
白
磁
需

諸
所
一
所
々
口
、

ふ
ぐ
ろ
一
袋
“

三
厩
を
三
三
を
使
と
し
で
一
小
出
唖
堵
を
使
と
し
H
，
　
　
、

臨
時
の
請
酒
に
は
1
臨
時
請
酒
は
H
、

祝
意
の
文
字
又
は
i
祝
意
の
早
上
は
1
祝
意
の
文
字
又

は三
三
の
四
面
T
i
鷹
堂
四
面
”

座
褥
を
も
う
く
1
座
褥
を
鋪
席
を
渇
く
一
座
席
を
ま
う

け

　
五
三
4
　
一
文
字
か
あ
る
ひ
は
1
文
字
或
は
H

　
五
オ
7
　
主
人
新
に
一
料
理
は
主
人
新
に
H

　
六
三
6
，
文
字
を
彫
り
i
文
字
彫
り
一
文
字
を
彫
り

七
三
ー
1
　
客
来
る
時
に
一
客
来
る
時
H

　
七
ウ
6
　
組
た
る
ま
で
に
て
一
－
一
組
た
る
ま
ま
に
て
一
組
た
る
ま
て
．

　
　
　
　
に
て

　
七
ウ
マ
三
跡
に
し
た
が
ひ
一
客
跡
よ
り
随
ひ
H

　
七
ウ
7
　
主
人
は
下
座
に
1
主
人
下
座
に
H

　
　
　
　
　
　
こ
ま
ね
い

ゼ
ウ
9
　
手
を
撲
て
1
手
を
撲
ひ
て
一
手
を
排
て

，
八
三
5
　
せ
ん
じ
た
る
茶
／
一
せ
ん
じ
入
た
る
茶
l
I
せ
ん
じ
た
る
茶

　
八
三
5
　
濃
茶
薄
茶
の
式
一
濃
茶
薄
茶
等
の
式
－
濃
茶
の
式

　
八
三
6
　
客
立
て
両
手
に
と
り
て
一
客
立
て
茶
碗
を
両
手
に
煽
て
巨

　
八
三
6
　
左
の
手
一
左
手
陛
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
八
三
6
　
右
の
手
－
右
手
”

八
ウ
ー
　
又
茶
を
1
亦
茶
を
「
又
茶
を
　
　
　
・

九
三
8
　
盃
に
酒
を
1
盃
へ
酒
を
1
盃
に
酒
を
、

九
三
9
受
と
り
…
請
取
H

九
三
ー
1
　
上
客
に
盃
を
一
上
客
へ
盃
を
「
正
客
に
盃
を

九
ウ
皿
　
た
ね
一
ざ
ね
鯉

九
ウ
ー
0
　
負
た
る
か
た
に
一
負
方
に
H

δ
ウ
ー
1
　
そ
の
後
に
一
「
其
後
“

＝
オ
ー
　
三
つ
入
子
は
三
色
一
三
ッ
入
子
な
れ
は
三
色
臣
！

一一

I
3
　
見
は
か
ら
ひ
て
「
1
見
斗
ふ
て
H

＝
オ
5
　
主
人
に
む
か
ひ
て
一
主
．
人
に
む
か
ひ
“

ニ
ウ
5
　
三
三
勇
先
生
三
三
三
三
は
舅
先
生
”
．
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噛二

ﾈ
丁
丁
の
席
H
・

三
席
丁
三
の
南
幸

向
ひ
の
時
は
右
を
四
位
一
向
ひ
の
時
右
賓
位
H

左
を
主
位
－
左
主
位
H

打
寄
て
1
打
寄
り
1
打
寄

ざ
ん
ぶ
つ

残
物
を
t
残
り
も
の
“

圖
は
祭
礼
の
部
に
1
圖
は
祭
禮
式
に
羽

つ
ま
び
ら
か
な
り
一
難
な
り
H

た
と
へ
　
　
た
と
ひ
一
た
ど
い
㌔
　
　
　
　
　
・

し
な等
か
わ
る
一
替
る
一
か
は
る

見
ゆ
る
に
は
1
見
ゆ
る
に
刊

か
与
ず
ひ
と
し

不
レ
等
，
等
か
ら
ず
H

出
迎
へ
」
出
迎
ひ
“

案
内
し
i
案
内
す
n

三
門
の
1
二
の
門
の
零

墨
な
り
一
希
な
り
“

つ
ね
は
1
常
は
H
・

つ
れ惟
る
1
連
る
る
u

内
に
入
れ
一
内
へ
入
れ
H

し
ん
ほ
う

親
友
－
親
朋
　
　
親
友
．
．

親
友
－
親
族
口

下
座
敷
等
の
製
－
下
等
敷
等
の
制
一
1
下
座
敷
等
の
製

駕
篭
付
や
ふ
等
の
式
　
　
’
駕
篭
洋
才
等
式
巨

自
隷
瘡
蓋
耀
章
魚
脆
に
入
り
I
l
自
隷
房
へ
曜
耀
鄭
羅
脆
入
り
H
巳

ゆ
か床
の
邊
に
　
．
三
三
に
H

・
天
オ
6
　
主
人
三
三
両
三
三
三
と
い
ふ
て
　
　
豊
中
喪
失
迎
迂
と
予
て

　
　
　
ト
i
主
人
堂
敢
有
迭
三
三
と
い
ふ
で

二
八
オ
6
　
答
礼
し
て
ー
ー
答
礼
し
巨

天
オ
6
　
叙
話
し
－
叙
話
し
て
月

一九

I
ー
　
喰
摘
嚢
三
一
豊
野
斗
且

一九

I
ー
0
　
は
し
ら
に
は
一
1
柱
は
陛

一九

E
ー
　
唯
時
候
の
1
只
時
候
の
汁

一九

E
ー
　
草
木
の
花
「
、
草
木
花
“
’

”
巻
三
十
　
　
1
7
丁
－
r
本
文
1
1
丁
・
図
版
1
1
丁

　
　
三
三
行
李
随

一
オ
ー
〇

一
ウ
ー

ー
ウ
3

四
オ
5

四
オ
6

　
七
オ
ー
0

，
七
ウ
2

　
七
ウ
6

七
ウ
ー
0

　
八
ウ
6
1
、

　
九
ウ
4

九
ウ
4

δ
ウ
2

文
三
等
l
I
文
章
等

三
三
趾
霧
婁
－
憲
件
の
趾
鰐
公
文

馬
匹
一
馬
匹

此
方
の
桐
油
ー
ー
此
方
桐
油
、

赤
き
ー
ー
亦
〈
赤
〉
き
（
朱
筆
に
て
、
「
亦
」
を
消
し
洋

を
書
入
）
・

其
為
に
騨
姑
に
は
1
其
為
に
兼
て
下
士
に
は

火
回
歓
灘
継
臆
は
－
火
牌
は
豆
単
継
上
気
：

百
里
絵
路
程
な
り
i
百
里
鈴
の
路
程
な
、
0

宿
次
を
以
て
一
」
宿
次
以
、
て
．
、
∴

‘
し
た
が
ひ
て
ー
ー
随
ふ
て
∴
，
ヒ

造
船
の
賃
ー
ー
造
船
の
資
、
－

出
る
事
一
切
な
し
一
一
切
出
る
事
な
し
，

三
舟
－
荷
船

「
赤
」

　
一

三
4
．
』



　
一
〇
ウ
5
、
所
ご
と
に
」
毎
回

　
＝
オ
2
　
知
縣
へ
1
知
縣
に

　
＝
オ
4
1
　
右
四
枚
を
持
て
　
　
右
四
枚
を
以
で

．
三
三
4
　
旧
び
う
に
関
所
へ
i
前
歯
関
所
へ

　
一
六
オ
4
　
事
な
り
i
事
あ
り
　
　
　
．
・
　
　
　
、

　
一
六
オ
ー
0
　
青
草
ま
た
は
1
青
草
又

　
宍
オ
ー
1
　
清
水
を
よ
く
煮
i
清
水
を
以
て
含
煮

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
へ

替
灘
稗
三
三
鞍
依
を

巻
三
十
一
　
　
1
5
丁
－
本
文
2
6
丁
・
図
版
1
4
丁

　
　
喪
禮
i
喪
旧
俗
式

　
牙
7
三
三
へ
は
喪
肢
を
與
へ
て
麗
へ
鉢
天
よ
り
喪
服
を

　
　
　
　
　
造
り
与
へ
て

　
万
5
湯
に
浸
し
－
湯
を
浸
し
、
　
　
　
：
，
．
、

　
一
ウ
τ
，
枕
を
さ
せ
置
　
　
枕
を
せ
さ
せ
置

　
一
ウ
9
　
鋪
て
遺
骸
を
i
鋪
遺
骸
を

　
三
三
8
　
白
紗
三
訂
縮
綿
等
　
　
印
沙
上
等
の

　
三
ウ
6
　
三
時
は
一
當
時

　
ゴ
三
ウ
8
　
回
り
の
方
に
」
左
手
に

　
三
ウ
8
　
三
三
り
て
1
拝
終
り
て

　
三
ウ
9
　
三
拝
し
て
実
回
す
1
三
拝
実
回
す

　
七
オ
2
　
左
の
方
に
頭
を
一
左
の
出
頭
を

　
七
三
4
　
四
葬
の
行
列
」
一
出
喪
の
行
列

　
七
三
9
　
拐
の
や
う
な
る
も
の
i
拐
様
成
物

　
　
　
　
コ
ミ
ヘ
ン
ス
イ
ン

　
七
三
n
三
三
i
銘
族
　
　
、
　
’
．
，
．
」
．
、

　
七
ウ
2
　
一
に
香
輪
と
い
，
ふ
一
一
日
温
習

　
七
ウ
4
　
造
る
一
造
り

　
七
ウ
8
　
朋
友
等
へ
も
　
　
朋
友
等
に
も

　
八
三
ー
回
る
1
竪
る

　
．
＝
オ
2
　
食
物
等
逢
－
食
物
を

　
＝
オ
4
　
結
び
付
置
く
こ
れ
を
一
結
付
置
云
昆
を
〉
（
朱
筆
に
て
「
是

　
　
　
　
　
を
」
を
補
入
）
・
．
　
　
　
　
　
「
、

　
ニ
オ
5
　
故
郷
へ
「
故
郷
に

　
一
一
ガ
ー
0
　
三
所
里
長
へ
一
三
所
里
長
等
へ
　
　
　
　
　
」

　
一
三
ウ
ー
　
喪
退
五
十
日
　
　
横
撃
居
五
十
日
　
．
「
．
～
　
　
　
　
へ

、
三
ウ
ー
　
用
ふ
な
り
一
三
ふ

　
三
ウ
8
　
石
碑
を
建
盛
り
て
1
石
碑
を
竪
終
り
て

　
三
ウ
9
　
建
替
る
も
一
竪
替
も

　
三
ウ
ー
0
　
こ
れ
な
き
節
は
i
無
し
時
は

　
一
四
オ
ー
，
周
年
三
年
一
周
年
二
年
三
年

　
　
　
　
　
ツ
ア
ン
ホ
ン

　
一
四
オ
ー
。
三
三
－
鎗
鋒

、
一
五
か
5
　
喪
の
日
数
の
選
一
喪
の
日
数
内

　
蓋
オ
6
　
残
り
の
日
数
喪
を
勤
め
一
残
り
日
数
勤
め

　
一
五
オ
7
　
喪
の
内
に
1
喪
中
仁
一

　
一
五
オ
9
　
三
年
の
四
病
を
／
三
年
の
間
病
を

巻
三
十
三
　
　
一
8
丁
一
本
文
1
2
丁
・
図
版
1
4
丁
。
第
一
丁
子
。

　
　
三
三
レ
」
（
小
三
三
）

　
ニ
オ
2
盛
服
し
一
盛
服
し
て

　　　一　三一



又覧

四
ウ
ー

四
ウ
ー

四
ウ
ー

四
ウ
3

四
ウ
4

四
ウ
4

四
ウ
8

五
ウ
2

六
オ
3

六
オ
6

六
オ
8

七
ウ
6

八
ウ
ー

八
ウ
7

九
オ
3

九
オ
6

九
オ
7

九
オ
9

．
三
三
n

＝
茅
1
1

一七

O
三

一七

I
ー

一七

I
2

一七

I
5

天
幕
を
三
一
天
幕
を
張
っ
て

舗
て
」
敷
て

先
祖
石
碑
－
先
祖
の
石
碑

大
金
紙
三
衣
紙
一
大
金
常
衣
紙

圖
は
喪
礼
部
に
一
三
喪
礼
部
に

家
内
の
男
女
－
家
内
男
女

な
ど
へ
行
終
日
1
な
ど
へ
終
日

父
母
の
喪
中
i
父
母
喪
中

供
物
三
等
ま
で
1
供
物
料
ま
で

馨
木
魚
の
旧
式
I
I
馨
木
魚
圖
式

イ
ン
　
ロ
　
ド
ウ

行
楽
三
一
行
楽
圖

回
る
　
　
回
す
　
　
　
　
　
　
，

禮
房
三
三
熊
三
三
三
三
を
奮
例
の
i
禮
房
宙
酬
縣
二
尉
猷
螂
を
よ

り
旧
例
の

し
ば
ら
く
一
暫
時

な
き
所
1
な
き
所
は

　
　
　
　
　
　
　
ズ
ウ
グ
ウ

三
三
と
い
ふ
一
画
孤
’

申
の
刻
一
三
刻
・

タ
ウ
シ
ン
サ
イ
ツ

到
任
齋
宿
4
到
慰
留
宿

チ
ズ
ウ

執
事
一
執
事
、
㌔

三
州
に
到
猷
一
1
淵
州
へ
、
到
り

と
も
い
ふ
な
り
一
「
ど
い
ふ
馬
・

三
三
感
三
一
三
三
威
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
へ

他
の
神
に
超
諸
省
一
他
の
神
に
超
ゆ
諸
豪
「

蹄
天
仁
結
を
の
日
－
蹄
天
の
廃
継
を
日

天
ウ
ー
　
三
三
－
繹
菜

天
ウ
8
　
閾
学
部
に
出
す
i
三
三
式
に
出
す

三
十
三
　
　
2
4
丁
一
本
文
1
8
丁
・
図
2
2
丁

　
　
信
徒
一
信
三
三
俗
式

　
一
三
5
　
事
あ
り
1
事
も
あ
り

　
一
回
6
　
官
人
富
家
1
一
官
人
或
は
富
家
．

　
一
三
8
　
僧
と
て
も
1
信
と
て
，

　
一
ウ
8
　
檜
と
て
め
も
⊥
信
と
て

　
↓
ウ
ー
　
書
記
し
て
ー
ー
書
記
し

　
一
ウ
ー
－
立
置
な
り
一
三
置

　
一
ウ
2
　
本
寺
と
す
一
本
寺
と
し

　
一
ウ
ー
0
　
僕
を
連
る
1
僕
慮
る
－

　
ニ
オ
9
　
三
三
の
両
側
－
繹
迦
両
側
に

　
ニ
ウ
ー
　
依
て
一
伍
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫
損

　
ニ
ウ
8
　
三
三
へ
申
出
1
□
に
申
出

　
六
三
2
　
好
ざ
る
者
は
一
項
好
も
の
は

　
六
オ
3
　
剃
髪
の
「
剃
度
の
㌦

　
六
三
3
、
残
ら
ず
「
不
図
．
．

　
山
回
オ
5
　
羽
前
に
お
み
て
畳
鰯
佛
前

　
九
三
8
．
一
人
大
木
魚
i
一
人
は
大
木
魚

　
　
　
　
　
デ
イ
ル
ウ
ヒ
　
　
テ
ヘ
ル
ウ

　
九
三
9
　
提
燈
一
提
燈
、

　
九
ウ
ー
　
三
三
し
1
請
回
し
て

、
九
ウ
ー
1
　
出
る
よ
し
な
り
一
出
る
よ
し

三
オ
2
　
取
認
め
1
取
忍
〈
認
〉
へ
（
朱
筆
に
て
「
忍
」
を
消
し
、

A［西一



三
三
4

三
七
4

天
オ
7

ズ
オ
ー
1

．
天
ウ
4

一九

I
3

三
ウ
3

一
三
オ
ー

一
三
オ
2

一
三
オ
2

一
三
オ
7

一
三
ウ
2

一
三
オ
4

一
三
三
三
1

、
一
三
オ
ー
1

二
四
オ
2

二
四
オ
3

二
四
オ
4

「
認
」
を
書
入
）

招
く
に
は
一
・
1
招
く
時
は

供
物
等
前
の
ご
と
し
1
供
物
前
の
如
し

供
物
豊
前
の
ご
と
く
一
語
謹
削
の
ご
と
く

左
は
大
竜
座
－
左
を
大
落
□

諦
経
中
次
泣
く
1
諦
嚢
中
に
次
汁
く
に

送
る
平
等
か
ら
ず
　
　
送
る
事
貴
賎
貧
富
等
か
お
ず

婦
女
一
女
中

猜
又
一
尚
又

砂
糖
漬
等
－
砂
糖
漬
様
の
物

事
も
あ
り
一
事
あ
り
・

役
僧
中
よ
り
選
出
た
る
　
　
役
盛
年
よ
り
の
選
拙
し
た
る

回
る
1
回
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
，

清
帯
に
て
則
－
下
帯
〈
に
て
〉
則
（
墨
・
別
丁
で
「
に
て
」
、

を
補
入
）

一
三
あ
の
で
一
三
あ
り

司
る
一
司
る
な
り

同
様
に
て
1
同
様

市
中
に
4
又
市
中
に
　
　
　
　
　
、

と
う
き
ん
ー
ト
キ
ン

四
、
校
異
整
理

ω
、
　
各
巻
の
演
題
と
配
列

　
別
表
の
通
り
、
小
題
は
一
致
、
又
は
『
紀
聞
』
で
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
つ

三
三
の
内
容
に
異
同
は
な
い
。

②
、
　
記
　
　
事

　
『
績
旧
事
』
「
〔
巻
十
二
　
祭
器
俗
式
〕
」
の
食
傷
に
当
る
部
分
の
欠
丁
一

回
分
に
相
当
す
る
一
項
目
の
前
半
を
除
い
て
、
本
文
の
記
事
に
出
入
は
全

く
な
い
。
そ
の
順
序
の
異
同
が
「
巻
二
　
上
家
俗
式
」
中
の
十
二
項
目
に

つ
い
て
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
巻
六
　
生
誕
節
黒
」
「
〔
巻
十
二
　
祭
禮

旧
式
〕
」
に
お
け
る
も
の
は
三
三
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
記
事
の
内
・

容
も
一
致
し
て
い
る
。
　
．
，
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
－

㈲
、
　
・
用
　
　
語
　
　
コ

　
用
語
の
相
違
は
所
々
に
見
ら
れ
る
。

　
「
云
誤
－
圓
方
」
「
婦
女
－
女
中
」
「
あ
ら
わ
す
一
み
ゆ
」
コ
名
一
一
に
」

等
『
紀
聞
』
の
用
語
は
平
易
化
さ
れ
た
。

　
「
式
は
な
し
1
式
な
し
」
「
至
り
て
1
至
り
」
「
床
の
邊
に
1
床
邊
に
」
「
宿

次
を
以
て
1
宿
次
以
て
」
等
『
紀
聞
』
で
は
助
詞
を
補
い
当
時
の
口
語
に

近
め
表
現
を
四
夷
て
い
る
三
所
も
多
い
。

　
又
、
「
西
五
寸
ぐ
ら
い
1
四
五
寸
五
六
寸
位
」
「
作
り
習
ふ
時
は
一
絶
句

を
作
り
習
ふ
時
は
」
「
奴
脾
へ
は
喪
服
を
與
へ
て
1
奴
姥
へ
は
主
人
よ
り
喪
、

服
を
造
り
与
へ
て
」
の
よ
う
な
簡
略
化
も
み
ら
れ
る
。
．

　
「
山
野
に
一
山
野
へ
」
の
よ
う
に
助
詞
の
使
い
癖
が
、
ほ
ぼ
全
て
改
め
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
　
ロ
　
ド
ウ

　
「
秋
三
業
一
秋
海
堂
」
「
山
薬
－
山
菜
」
「
三
三
匠
－
三
三
」
「
行
楽
圖
－

行
楽
圖
」
等
『
績
探
事
』
中
の
誤
字
・
脱
字
は
『
紀
聞
』
で
は
正
さ
れ
て

い
る
。

　
「
三
家
の
部
に
出
す
1
居
旧
式
に
出
す
」
等
の
違
い
は
、
各
巻
の
詩
題
の

五



変
更
に
合
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
、
　
用
字
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
－

　
用
字
法
の
違
い
は
目
立
つ
。
変
体
仮
名
の
相
違
。
疾
－
病
（
均
・
齊
一

等
、
贈
－
送
、
建
－
竪
等
の
漢
字
の
相
違
。
や
・
ア
ー
様
、
な
る
1
成
、
い

よ
い
よ
一
弥
等
の
平
仮
名
と
漢
字
の
互
用
。
用
ゆ
1
用
ふ
、
教
ゆ
一
教
ふ

と
い
っ
た
仮
名
遣
い
の
相
違
。
『
紀
聞
』
に
お
い
て
も
不
統
一
の
所
が
少
く

な
い
。

㈲
、
　
付
箋
等
　
　
　
　
，

　
『
露
探
事
』
「
巻
之
五
　
閻
學
俗
禮
式
」
の
本
文
部
分
に
書
写
さ
れ
て
い

る
「
功
課
単
」
「
開
館
票
」
の
実
例
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
功
課
単
ノ
三
字
図

ノ
前
へ
出
ベ
シ
／
圖
中
書
入
此
文
削
ベ
シ
」
「
圖
三
園
釈
文
／
別
へ
．
シ
」
の

付
箋
が
あ
り
、
’
こ
れ
ら
は
『
紀
聞
』
で
は
指
示
通
り
図
版
と
し
て
収
め
ら

れ
て
い
る
。
「
巻
之
一
　
年
中
行
事
」
中
の
図
h
金
銀
錠
・
〔
年
樵
〕
の
部

分
の
「
年
樵
」
と
記
し
、
そ
の
補
記
を
指
示
す
る
と
思
わ
れ
る
付
箋
も
『
紀

、
聞
』
の
図
版
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
「
巻
之
九
　
賓
客
世
俗
式
」
の
「
○
宜

し
き
刻
限
に
な
れ
ば
…
…
」
の
条
に
み
え
る
「
掌
周
之
圖
此
条
か
く
」
の

付
箋
は
「
巻
三
六
　
生
誕
旧
式
」
の
周
回
掌
周
に
関
す
る
項
に
付
せ
ら
れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
ヶ
所
の
み
で
あ
る
が
、
墨
筆
に
よ
る
本
文
へ
の
書
入
「
巻
之
十
三
　
信

徒
禮
論
式
」
の
「
清
帯
〈
に
て
〉
則
」
も
『
紀
聞
』
の
表
記
之
一
致
す
る
。

⑥
、
　
書
体
・
字
組

　
『
紀
聞
』
の
書
写
体
の
字
体
と
『
難
事
』
の
筆
跡
は
類
似
し
て
い
る
。

　
字
組
に
つ
い
て
も
、
『
紀
聞
』
で
は
項
目
毎
に
改
行
さ
れ
な
い
も
の
も
あ

り
、
組
込
ま
れ
た
図
版
の
位
置
が
異
る
た
め
に
、
狂
い
は
で
て
く
る
も
の

の
、
四
周
単
辺
（
二
一
×
一
五
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
無
界
の
紙
面
に
、

，
三
葉
＝
行
、
一
行
二
六
～
二
三
字
程
度
、
専
管
薬
事
小
字
で
刻
ら
れ
た

三
組
は
、
『
三
三
事
』
の
も
の
と
、
・
し
ば
し
ば
一
致
し
て
い
る
。

ω
ハ
　
図
　
　
・
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
，
『
紀
聞
』
に
お
い
．
て
、
す
ぐ
れ
て
大
き
な
役
割
を
ば
た
す
図
版
に
つ
い
て

は
、
詳
し
く
対
照
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
図
の
そ
れ
ぞ
れ
は

精
緻
さ
で
『
績
探
事
』
覧
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
る
。
図
様
細
部
で
の
、
あ
る

い
は
目
立
つ
差
違
は
、
ま
ま
あ
り
巻
一
の
「
旧
名
帖
－
名
四
」
「
太
歳
春
牛

迎
春
1
太
歳
牛
行
春
三
三
」
・
を
は
じ
め
（
説
明
語
や
図
中
に
記
さ
れ
た
文

字
の
相
違
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
面
し
い
。
し
か
し
、
両
本
に
収
録
さ
れ
て

、
い
る
図
版
は
内
容
的
に
は
、
ほ
ぼ
出
入
が
な
い
。
巻
十
二
の
「
田
老
郎
・

三
元
師
」
の
図
が
『
紀
聞
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
み

で
あ
る
。
収
録
順
序
の
不
同
や
画
面
の
大
き
さ
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、

刊
行
に
際
し
て
」
紙
面
節
約
の
た
め
の
縮
小
や
大
き
な
改
訂
が
当
然
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
又
、
『
績
忌
事
』
に
お
い
て
は
、
画
工
に
よ
っ
て
描
か
れ
た

図
版
の
用
紙
と
本
文
用
紙
を
合
す
る
際
の
、
或
は
改
装
時
の
誤
綴
に
よ
る

も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
、
回
忌
写
本
と
の
比
較
、

　
『
紀
聞
』
の
稿
本
乏
さ
れ
る
『
賓
客
禮
俗
式
』
『
間
學
愚
俗
式
』
と
の
異

同
に
も
注
意
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
回
書
は
、
大
田
似
鯉
『
三
十
輯
』
軍
機
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ゆ

　
両
蓋
共
に
『
賓
客
禮
俗
式
』
末
に
は
「
賓
客
型
物
式
一
巻
、
．
借
言
偏
白

山
義
學
、
寛
政
九
年
丁
西
入
月
念
六
　
杏
花
園
」
、
『
閲
學
禮
俗
式
』
末
に

は
「
間
學
禮
俗
式
一
巻
、
．
借
紗
上
白
山
心
土
、
寛
政
九
年
丁
己
九
月
盤
　
杏

一
一六
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花
園
」
と
の
識
語
が
あ
ウ
、
小
諸
本
で
は
更
に
「
右
二
禮
俗
画
、
今
夕
在

マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

干
旧
俗
紀
聞
中
、
可
倉
見
、
．
是
丈
其
丈
刻
～
而
所
借
紗
也
、
文
化
戊
辰
中

秋
雨
中
杏
花
園
又
識
、
・
上
意
六
十
」
之
、
文
化
五
年
（
一
八
○
入
）
の
付

記
が
続
け
ら
れ
て
い
て
、
刊
行
前
の
稿
本
の
写
し
で
あ
る
こ
と
億
明
か
で

あ
る
。
，

　
図
版
は
な
く
『
賓
客
禮
島
式
』
の
各
項
末
に
績
け
て
小
字
双
行
で
．
「
縫

候
圖
卓
緯
の
圖
」
等
と
注
記
さ
れ
て
い
る
っ

　
『
績
思
事
』
巻
五
、
九
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
用
語
・
用
字
法
の
違

」
い
億
『
紀
聞
』
と
比
べ
た
場
合
よ
り
も
、
格
段
に
少
な
く
、
変
体
仮
名
の

用
い
方
も
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
小
輩
の
類
似
∵
本
文
の
酷
似
は
『
績
慰
事
』

が
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
秋
、
近
藤
正
斎
守
重
の
手
元
に
あ
っ
た
稿

本
に
、
よ
り
近
い
形
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
相
違

点
も
み
ら
れ
る
。
『
績
探
事
』
で
付
箋
を
加
え
ら
れ
『
紀
聞
』
で
訂
正
さ
れ

た
「
墨
壷
単
」
「
開
館
票
」
の
部
分
は
、
本
文
中
に
そ
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て

い
る
。
又
、
」
『
三
十
輻
』
績
巻
六
の
首
葉
に
は
、
目
録
が
あ
っ
て
、
「
賓
客

旧
俗
式
　
長
崎
謬
司
／
聞
學
禮
俗
式
　
同
前
」
と
他
一
種
が
記
さ
れ
て
い

る
が
？
『
三
三
事
』
で
は
「
長
崎
課
司
」
の
文
字
は
み
ら
れ
な
い
。
唱
更
に
、
．
、

、
『
三
十
輻
』
本
『
三
三
禮
旧
式
』
の
末
に
「
凡
例
」
と
し
て
記
さ
れ
た
、
本

文
の
文
例
を
示
す
と
思
わ
れ
る
二
項
目
は
・
『
績
軍
事
』
巻
心
で
は
見
ら
れ

な
い
。

　
『
賓
客
禮
俗
界
』
『
閲
學
禮
遺
式
』
は
『
績
探
事
』
に
先
だ
つ
稿
本
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
，
。

　
『
賓
客
禮
俗
事
』
に
は
墨
筆
・
に
よ
る
和
解
が
一
ケ
歪
み
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
が
、
『
闘
學
禮
俗
式
』
で
は
、
朱
筆
に
よ
る
唐
音
、
和
解
が
、
．
『
三
岡
事
』

と
も
差
違
が
み
ら
れ
な
が
ら
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
転
写
の
際
に
削
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
『
賓
客
禮
書
式
』
『
閾
學
禮
正
式
』
の
二
本
が
す
で

に
異
っ
た
段
階
で
の
稿
本
で
あ
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
・

　
寛
政
九
年
秋
、
恥
ま
だ
改
訂
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
た
時
期
で
の
『
三

十
輻
』
所
収
の
形
の
稿
本
に
、
幾
分
か
の
更
改
が
加
え
ら
れ
、
一
浄
書
さ
耽
ヒ

た
一
本
が
『
三
三
事
』
で
あ
る
と
、
r
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
，

各
巻
毎
の
内
容
が
ま
ど
ぬ
ら
れ
、
次
に
、
配
列
さ
れ
て
、
書
名
と
巻
数
が

付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
、
『
績
隠
事
』
各
巻
第
一
行
の
巻
胴
が
別
面

で
あ
る
こ
と
や
「
巻
之
六
　
生
誕
俗
式
」
あ
本
文
の
第
一
行
が
空
白
の
ま

ま
、
そ
の
前
に
図
版
を
綴
じ
て
巻
題
を
記
し
て
い
る
点
か
ら
想
定
さ
れ
る
。

　
『
森
銑
三
著
作
集
ね
』
所
収
の
「
谷
文
晃
傳
の
研
究
」
に
は
、
文
晃
手

記
『
過
西
面
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
集
録
』
大
正
二
年
五
月
発
行
以
降

号
に
連
載
さ
れ
た
も
の
に
依
っ
て
い
る
β
寛
政
九
年
三
月
の
部
分
で
、
「
清

朝
俗
聞
式
十
二
冊
帥
朋
蝋
引
時
繕
」
と
あ
る
。
層
『
清
朝
俗
間
式
』
は
、
、
『
清
幽
紀

・
聞
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
南
畝
借
紗
よ
り
半
年
前
、

こ
れ
ま
で
の
編
纂
期
間
は
長
く
と
も
一
年
半
、
驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
編
集

さ
れ
た
原
稿
が
、
－
．
文
人
知
識
人
の
間
で
、
す
で
に
注
目
さ
れ
始
め
て
い
た

こ
と
が
単
記
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

七
、
，
『
清
朝
事
事
』

　
『
績
清
朝
輝
々
』
に
先
だ
つ
正
に
お
た
る
『
清
朝
探
事
』
ば
当
館
に
も
写

本
一
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
旧
土
佐
藩
教
授
三
蔵
、
明
治
九
年
文
部
省
交

付
本
の
『
清
朝
探
事
』
二
巻
で
あ
る
。
二
冊
（
合
一
冊
）
、
大
本
（
請
求
記

号
　
一
四
二
⊥
五
％
首
に
「
清
朝
探
事
巻
之
上
／
奉
命
婦
・
荻
生
総
七

郎
／
深
見
久
大
夫
／
通
事
．
彰
城
藤
治
右
衛
門
／
清
人
　
岩
心
章
」
と
題

一毛「
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す
。
巻
下
で
は
、
第
二
行
以
下
が
「
問
「
荻
生
総
七
郎
／
答
朱
黒
章
」
と

・
な
っ
て
い
る
。
上
巻
の
問
目
の
次
に
「
此
問
答
ハ
享
保
ノ
初
、
深
見
久
大

夫
融
黒
字
蒲
刊
言
置
命
胆
ノ
崎
陽
二
赴
キ
薬
草
ノ
事
ヲ
監
セ
ラ
ル
ノ
序
テ
、
来

船
ノ
唐
人
問
目
ノ
旨
ア
リ
テ
、
清
人
朱
侃
章
奉
答
所
ノ
書
也
、
時
二
金
城

ノ
儒
臣
荻
生
氏
和
解
シ
テ
奉
ル
、
或
人
是
ヲ
蔵
ス
、
道
切
二
懇
望
シ
、
謄

窮
秘
蔵
ス
ト
云
辱
、
深
見
聾
心
書
籍
奉
行
也
」
～
と
宝
暦
甲
申
秋
（
明
和
元
年

　
一
七
六
四
）
の
双
松
堂
主
人
の
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
三
目
は
、
上
巻
三
二
〇
条
、
下
巻
七
二
条
、
総
計
約
二
百
条
あ
り
、
品

物
、
四
葬
、
衣
服
、
嗜
好
、
政
治
井
風
俗
に
大
別
さ
れ
、
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
。
皇
帝
、
大
官
に
関
す
る
噂
、
国
防
・
法
制
法
源
関
係
の
こ
と
が

含
ま
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
の
事
も
か
な
り
の
割

合
を
占
め
る
。

　
『
清
朝
探
事
』
に
つ
い
て
ば
、
大
庭
脩
著
『
江
戸
時
代
の
日
中
秘
話
』
（
一

九
入
○
　
東
方
書
店
）
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
荻
生
惣
七
郎
、
号

は
北
漢
、
緯
は
観
、
租
篠
の
弟
で
あ
る
。
双
松
堂
主
人
の
識
語
と
は
少
し

異
っ
て
、
将
軍
吉
宗
の
質
問
を
儒
極
北
漢
が
伝
え
、
『
大
呼
会
典
』
の
和
訳

作
業
の
た
め
に
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
十
一
月
か
ち
十
二
年
二
月
ま

で
長
崎
に
滞
在
し
た
、
深
見
久
大
夫
有
燐
が
取
次
ぎ
、
彰
城
藤
右
衛
門
が

通
訳
、
朱
侃
章
の
答
を
記
録
し
た
、
清
朝
事
情
に
関
す
る
問
答
書
で
あ
り
、

転
写
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
清
人
問
答
書
』
と
題
し
、
ほ
ぼ
同

一
内
容
と
み
ら
れ
る
写
本
が
当
館
に
も
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
「
祭
葬
之
問
」
の
四
問
、
「
衣
服
の
問
」
の
一
七
問
の
他
、
「
嗜
好
ノ
品
」

・
の
「
宙
人
旅
行
ノ
法
」
や
「
政
治
井
風
俗
之
問
」
の
「
肉
食
妻
帯
ノ
宗
門
ア

リ
ヤ
、
尼
寺
ア
リ
ヤ
」
「
寺
社
朝
廷
ヨ
リ
附
置
ル
、
田
畠
山
林
金
銀
ア
リ
ヤ
し

「
仏
神
二
縁
日
ト
云
ア
リ
ヤ
」
「
平
生
客
来
ノ
時
茶
煙
草
ノ
類
定
レ
ル
礼
法

ア
リ
ヤ
」
「
市
申
尋
物
看
板
ノ
事
」
「
旅
行
人
馬
ノ
通
用
馬
乗
問
屋
休
．
泊
所

人
馬
ノ
賃
銀
井
川
済
ノ
事
」
な
ど
、
無
統
ヅ
な
内
容
で
あ
る
が
、
『
績
清
朝

旧
事
』
が
、
そ
の
風
俗
習
慣
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
『
清
朝
封
事
』
中

の
記
事
を
把
握
し
、
格
段
に
詳
細
か
つ
、
系
統
的
に
再
調
査
記
録
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
品
物
之
問
」
に
は
「
明
輪

回
轄
別
紙
図
ア
リ
」
「
兵
挙
別
紙
二
軍
ア
リ
」
と
の
解
答
が
あ
り
、
具
体
的

な
図
に
よ
る
説
明
も
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

七
、
結

輩凹田

　
『
旧
俗
紀
聞
』
と
『
績
清
朝
旧
事
』
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
そ

の
用
語
や
用
字
法
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
『
紀
聞
』
に
お
け
る
用
語
や
用
字
法
が
、
大
旨
、
よ
り
平
易
に
表

わ
さ
れ
、
そ
れ
は
刊
本
と
し
て
、
読
者
の
理
解
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
『
紀
聞
』
で
は
殆
ん
ど
の
漢
字
に
振
仮
名
が
付
さ
れ
、
唐
音
は
く
り
ド

返
し
記
入
さ
れ
、
和
解
も
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
『
績
探
事
』
で
は

漢
字
と
片
仮
名
を
用
う
。
い
ず
れ
も
刊
行
に
際
し
て
の
改
訂
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
『
績
探
事
』
が
『
紀
聞
』
の
稿
本
の
一
，
つ
で
あ
り
、
成
稿
本
作

成
に
当
っ
て
億
、
慎
重
に
参
照
さ
れ
た
一
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
績
重
事
』

の
四
種
の
付
箋
と
、
そ
の
指
示
が
『
紀
聞
』
で
正
確
に
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
端
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
書
体
や
字
組
の

類
似
も
『
績
探
事
』
が
刊
本
『
紀
聞
』
の
た
め
の
成
稿
本
と
き
わ
め
て
近
・

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
『
績
逸
事
』
中
の
明
ら
か
な
誤
字
や
脱
字
は
『
紀
聞
』
で
は
正
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さ
れ
て
層
い
る
。
図
版
中
の
説
明
語
・
文
字
の
相
違
も
多
い
。
項
目
の
配
列

の
異
同
も
若
干
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
当
館
蔵
の
『
三
三
事
』
以
外
に
刊

本
『
紀
聞
』
の
成
稿
本
の
底
本
に
当
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
，
『
績
探
事
』
中
に
み
ら
れ
る
、
朱
筆
に
よ
る
丁
寧
な
書
入
・

補
入
は
、
前
の
段
階
の
稿
本
を
参
照
し
て
の
作
業
と
い
う
よ
り
は
、
浄
書

さ
れ
た
稿
本
を
対
照
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
し
く
、
想
像
を
加
え

る
な
ら
ば
、
’
『
績
多
事
』
は
『
紀
聞
』
成
稿
本
の
底
本
、
、
す
な
わ
ち
更
訂
用

原
本
と
呼
ぶ
べ
さ
も
の
と
同
蒔
に
、
あ
る
い
は
更
訂
用
原
本
を
写
し
て
作

成
さ
れ
た
浄
書
本
の
一
つ
で
あ
甑
、
監
修
者
中
川
忠
英
の
閲
覧
・
更
訂
に

供
す
る
た
め
の
用
意
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
中
川
忠
英
が
長
崎
奉
行
と
し
て
赴
任
に
あ
た
乃
、
、
慨
に
流
布
し
て
い
た

『
清
朝
旧
事
』
を
補
遺
す
る
意
味
で
、
近
藤
正
斎
、
大
通
事
高
尾
維
貞
三

人
を
得
て
『
績
清
朝
探
事
』
の
企
画
が
も
た
れ
、
そ
れ
は
当
時
の
知
識
人
’

た
ち
の
関
心
を
引
き
、
草
稿
の
う
ち
か
ら
転
写
が
行
わ
れ
、
『
旧
俗
紀
聞
』

の
刊
行
へ
と
繋
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
作
成
に
当
り
、

講
．雌

一
一九

一

元
三
貝
朝
倉
治
彦
氏
の
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
・
（
に
し
だ
漕
も
と
こ
　
ア
ジ
ア
資
料
課
）

り


